
１．件名：ベンカン機工製管継手の不適切事象について 

２．日時：令和６年２月２９日 １４：００～１５：００ 

３．場所：原子力規制庁 ２階大会議室（テレビ会議システムを利用） 

４．出席者： 

原子力規制庁 

原子力規制部 検査グループ 実用炉監視部門 
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原子力規制専門員 

原子力規制部 検査グループ 核燃料施設等監視部門 

平野主任監視指導官 

原子力エネルギー協議会（以下「ＡＴＥＮＡ」という。） 副長 

北海道電力株式会社 
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東北電力株式会社 

原子力本部 原子力部 原子力設備 課長 他１名 
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北陸電力株式会社 
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中国電力株式会社 

電源事業本部 原子力設備グループ 副長 他１名 

四国電力株式会社 

原子力部 設備保全グループ グループリーダー 他１名 

九州電力株式会社 

原子力発電本部 原子力設備グループ グループ長 他１名 

日本原子力発電株式会社 

発電管理室 設備管理グループ 課長 

電源開発株式会社 

原子力技術部 設備技術室 室長代理 

日本原燃株式会社 

安全・品質本部 品質保証部 部付課長 他２名 

 

５．要旨 

（１）ＡＴＥＮＡから、令和５年９月２９日にＪＩＳ認証取り消しとなった株式会社

ベンカン機工（以下「ベンカン機工」という。）製の管継手に関して、各原子力

施設における当該不適切製品の納入状況及び影響評価結果の説明があった。 



 

＜納品状況＞ 

過去１０年間の納品状況を確認したところ、次のとおりであった。 

 ＪＩＳ要求の機械試験が未実施であったものが、計２４件確認された。 

 ＪＩＳ要求はないが、ミルシートに機械試験の推定値を記載していたものが、

計１，２４３件確認された。 

＜影響評価＞ 

 ＪＩＳ要求の機械試験が未実施であった２４件については、製品強度の影響評

価を実施した結果、所定の性能を確認できることから、対象製品の機能・性能

は確保されていると考えられる。 

＜その他＞ 

 過去１０年以前に生産された製品については、ベンカン機工内において保管期

限を過ぎ、記録が廃棄されており、不適切製品の納入状況について確認できな

かったが、ＪＩＳ認証取得時から現在に至るまで製造方法及び使用材料等は製

品性能に影響する変更がないことから、機能・性能は確保できていると評価し

ている。 

 

（２）原子力規制庁から、過去１０年以前に生産された製品について、事業者自身の

調査内容及び事業者のベンカン機工に対する調査内容を具体的にし、現状、可

能な調査を全て実施した上で、上記＜その他＞のとおり評価している旨が分か

るよう説明資料に追記することを求めた。 

 

６．資料 

 ベンカン機工の不適切事象について 

以上 


